
記者発表資料

平成２７年９月関東・東北豪雨で大きな被害が発生した吉田川上流域にお

いて、宮城県と国とが連携して緊急的な治水対策を行う「吉田川床上浸水対

策事業」を実施します。

この度、当事業の一環である吉田川上流の堤防工事並びに河道掘削工事に

着手することとなり、下記のとおり着工式を執り行うこととしましたのでお

知らせします。

吉田川床上浸水対策事業 着工式

～大和町落合舞野で 12月2日（土）11:00から～

平成２９年１１月２４日
宮 城 県
東 北 地 方 整 備 局

【着工式概要】

１．日 時 平成２９年１２月２日（土）11:00～12:10（予定）

２．場 所 宮城県黒川郡大和町落合舞野地内（別紙２会場案内図参照）
※ 当日は現地に仮設駐車場を用意します。係員の誘導に従い駐車をお願
いします。

３．主 催 宮城県、大和町、大衡村、国土交通省東北地方整備局

４．次第等 別紙１のとおり

＜発表記者会＞
宮城県政記者会、東北電力記者会、石巻記者クラブ、古川記者クラブ、東北専門記者会

問い合わせ先
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技術補佐兼班長 伏見 聡

国土交通省 東北地方整備局 北上川下流河川事務所 ＴＥＬ 0225-95-0194（代）
さくらい たかひろ

技術副所長 櫻井 隆広（内線204）
さとう かつひこ

工務第二課長 佐藤 克彦（内線321）



別紙１

吉田川床上浸水対策事業着工式

次 第

日 時：平成２９年１２月２日（土） １１時～１２時１０分

会 場：宮城県黒川郡大和町落合舞野地内

主 催：宮城県、大和町、大衡村、東北地方整備局

＜ オープニングセレモニー ＞

＜ 式 典 ＞

一． 開 式

一． 挨 拶

一． 来賓祝辞

一． 来賓紹介

一． 事業説明

一． 期待の言葉

一． セレモニー

鍬入れ式

工事着工号令

一． 閉 式
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式典会場案内図：吉田川床上浸水対策事業着工式
位 置 図

式典会場

詳 細 図

至 仙 台 至 仙 台

至 大 崎 至 大 崎

大和Ｉ

＜詳細図を参照＞

別紙２

大和町落合

舞野地内

至大和Ｉ

式典会場

至 大和町

役 場



吉田川床上浸水対策特別緊急事業

平成27年9月太平洋側を中心に広い範囲で、線状降水帯が停滞し、局地的に猛烈な雨が降り、2日間
の雨量は324mm（既往第２位）となりました。
吉田川上・中流部において床上164戸・床下171戸、浸水面積は約1,700haの浸水被害が発生しました。

「平成27年9月関東・東北豪雨」で大きな被害が発生した吉田川流域において、国、宮城県が主体となり、
大和町･大衡村と連携して緊急的な治水対策「床上浸水対策特別緊急事業」を実施します。

国土交通省
事業内容：遊水地群の整備、河道掘削・築堤
総事業費：128億円
事業期間：平成29年度～平成34年度

宮城県
事業内容：河道掘削、築堤
総事業費：64億円
事業期間：平成29年度～平成33年度

緊急車両が身動きとれず
（大和町役場周辺）

国道４号

流域平均２日雨量
324mmは既往2位
※1位はS23.9洪水

等雨量線図：9月6日0時から
11日12時までの総降水量(単
位:mm) 
出典：仙台管区気象台資料

吉田川では約20kmにわたり計画高水位（H.W.L）を超過し、越水が５箇所で発生、
吉田川上流の三川合流地点より上流では溢水が発生しました。
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籠釣橋

高田橋

住宅地の冠水
（大和町広報誌「広報たいわ」より）

別紙３－１

竹林遊水地
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吉田川床上浸水対策特別緊急事業

遊水地とは洪水を一時的に貯めて、洪水の最大流量（ピーク流量）を減少させるために設けた区域のことを呼び
ます。

「平成27年9月関東・東北豪雨」と同規模の洪水に対して、越水による床上･床下浸水被害が解消されます。

別紙３－２

遊水地の洪水調節のイメージ

平常時は農地として利用できます。 洪水時には洪水を溜めて最大流量
（ピーク流量）を低減します。

河川の水位が下がり始めます。

河川の水位が遊水地内の水位よ
り低くなったら、排水門を開きます。

排水後は通常どおり
耕作が行えます
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※浸水戸数・浸水面積は国管理区間＋県管理区間。事業効果の算定は外水氾濫を対象としている。
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